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る
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軍
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4
ギ
リ
ス
に
於
げ
る
園
民
経
済
の
軍
事
化
三

保
守
窯
の
経
掛
政
策

中

村

1仁1>
.ll!i、

』士

し

〉う2

き

験
後
イ
ギ
リ
ス
喰
本
主
義
の
構
誼
的
弱
休
化
1
即
ち
端
的
に
は
生
産
力
の
大
量
哀
犬
と
寄
生
経
消
の
悲
磁
の
制
り
崩
し
に
具
現
す

る
、
そ
の
体
制
的
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
は
イ
ギ
リ
ー
資
本
主
義
を
柿
造
的
に
再
編
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は
賞

際
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
捗
働
附
放
の
協
力
を
侍
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
獅
占
資
本
も
弊
働
集
の
政
策
を
容
認
し
、
悶
有
化

政
策
と
批
脅
改
良
政
策
を
そ
の
二
大
支
柱
と
す
る
経
向
井
建
方
式
が
賀
加
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
傍
働
階
級
の
結
集
方
が
制
化
さ
れ
た
今

目
、
同
家
樹
占
資
本
の
経
憐
政
策
は
勢
働
階
級
の
政
治
的
要
求
に
妥
協
せ
ね
ば
な
ら
ね
と
一
買
う
必
然
性
を
も
っ
。
然
し
こ
り
が
官
協
性
が

直
ち
に
位
脅
主
義
え
の
前
進
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
政
策
は
『
悶
家
階
級
と
結
び
つ
い
た
勢
働
官
僚
と
特
権
グ
ル
ー
プ
の

政
策
』
円
R
・
バ

1
ム
タ
W

ノ
ト
「
大
英
帝
閣
の
危
機
」
詔
一
六
七
頁
)
で
あ
る
。
そ
の
闘
民
生
活
水
準
の
向
上
を
主
た
る
内
容
と
す
る
完
全
雇

傭
政
策
の
賓
体
は
む
し
ろ
勢
働
者
階
放
の
犠
牲
的
完
全
履
怖
と
式
う
性
格
を
も
っ
。
而
も
そ
の
政
策
は
ア
メ
リ
カ
の
借
款
援
助
を
テ
コ

と
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
賢
休
は
ア
メ
リ
カ
縞
占
校
本
へ
の
紋
従
に
よ
る
閣
家
糊
占
資
本
の
再
編
凱
化
に
外
な
ら
な
い
。



而
し
て
釘
米
依
存
の
こ
の
図
家
淵
占
資
木
の
再
編
担
化
は
、
民
肱
資
本
と
一
般
住
民
と
の
犠
牲
の
掛
化
の
上
に
打
立
て
ら
る
べ
き
も

の
で
あ
る
o

そ
こ
で
は
イ
ギ
り
ス
資
本
主
義
の
構
造
的
矛
盾
の
撰
大
に
針
庖
す
る
た
め
に
は
克

r、
と
の
針
米
依
存
の
再
編
強
化
を
一

暦
深
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
式
う
重
要
な
矛
広
が
起
る
。
こ
の
矛
府
の
深
化
は
現
象
的
に
は
第
二
の
岡
際
牧
支
の
危
機
と
し
て
端
的
に
具

現
し
た
。
こ
れ
は
輸
出
産
業
を
、
そ
の
産
業
的
根
燥
主
す
る
潤
占
資
本
の
瓦
解
の
危
機
の
集
中
的
表
現
で
あ
る
。
斯
〈
て
渦
占
費
本
の

採
算
録
件
は
著
し
く
悪
化
し
た
。
そ
こ
で
糊
占
資
本
は
そ
の
最
犬
限
の
利
潤
の
賀
現
を
可
能
た
ら
し
め
る
た
め
、
針
米
依
存
の
中
市
需
一

認
制
の
産
業
構
誼
を
際
化
す
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
時
中
軍
事
的
生
産
力
の
彪
大
な
擁
版
を
行
っ
た
ア
メ
り
品
川
淵
占

資
本
が
最
大
限
利
糊
の
確
保
の
た
め
に
は
所
調
寸
自
由
諸
凶
』
の
兵
器
廠
た
る
こ
と
を
必
要
と

L
た
、
と
同
時

r、
ア
メ
リ
カ
費
本
主

誌
に
隷
従
化
し
た
イ
ギ
り
ス
狛
占
資
本
と

L
て
も
、
そ
の
叩
和
的
純
情
復
興
に
軍
制
を
置
く
よ
り
も
、
む
し
ろ
軍
需
産
業
の
復
興
が
、

そ
の
忌
大
限
の
利
潤
確
保
に
必
要
で
あ
る
と
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

勿
論
こ
の
'
卒
事
化
粧
桝
の
深
化
は
一
時
的
に
は
軍
需
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
そ
の
工
業
生
産
水
咋
を
引
き
上
げ
う
る
。
こ
の
事
資
を
基

礎
と
し
て
プ
ル
ヂ
ョ
ア
絞
桝
息
者
や
右
翼
祉
作
主
義
者
の
論
者
間
で
、
住
民
の
有
効
補
裂
の
不
比
は
莫
大
な
軍
需
護
注
の
増
大
に
よ
り

相
殺
さ
れ
、
軍
事
化
粧
怖
が
産
業
循
環
を
中
断
さ
せ
、
恐
慌
か
ら
の
凶
」
遊
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
費
際
に
は
経
憐
の
軍
事

化
は
現
代
前
世
本
主
義
に
特
有
な
諸
矛
府
を
緩
和
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
そ
の
す
べ
て
を
極
め
て
激
化
す
る
。
こ
の
結
県
資
本
主
義
の
体

制
的
危
機
は
ま
す
/
¥
深
化
す
る
。
而
も
こ
の
危
機
の
深
化
に
封
庭
ナ
イ
ギ
り
ス
る
保
守
黛
内
閣
の
政
策
は
こ
れ
を
克
服
す
る
ど
こ
ろ

か
、
更
に
こ
れ
を
深
化
せ

L
め
る
性
格
を
も
っ
。

私
は
本
論
文
で
こ
の
イ
ギ
リ
ス
絞
怖
の
軍
事
化
に
よ
る
矛
盾
の
深
化
と
、
そ
の
体
制
的
危
機
に
封
慮
す
る
英
閥
保
守
円
以
内
閣
の
政
策

の
賢
休
に
つ
い
て
些
か
検
討
を
加
え
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
悶
民
樫
簡
の
軍
事
化

第
七
十
二
巻

九

第

蹴



イ
ギ

P
ス
に
於
け
る
鴎
民
健
消
白
軍
事
化

第
七
十
二
巻

闘
民
粧
務
の
軍
事
化
正
そ
の
マ
T
盾
の
激
化

O 

第
三
枕

軍
事
化
の
規
模
と
最
大
限
利
潤
の
保
設

ま
づ
こ
の
凶
民
絞
附
の
軍
事
化
が
如
何
な
る
規
模
で
行
わ
れ
て
い
志
か
に
つ
い
て
み
よ
う
。
戦
前
三
八
年
で
の
英
闘
の
斑
接
軍
事
費

比
一
億
九
千
じ
百
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
特
に
朝
鮮
戦
宰
以
降
こ
れ
が
著
し
く
増
大

L
、
第
一
表
に
示
す
削
く
五
二
年
度
に
は

A 

英凶』二於ける軍事賀支吐i

Uil{¥'llOO-jJポンド)

一 lー雪空t聖哲三'F'F=l:，竺l

I 兵員(予備役
i'也軍及び柿肋

含む)の

Ef-Z11二平
(ロ)問内に於吋る円 |ヴη ~てすごー
総選主主LI.._"_'1.一一二 I_..L竺

E その他支出 1272127ヲ ! 犯7 1 376 

一一一一一

第一表

272 262 210 198 

民防簡を除〈

1952年 6月30日に終る米|剖脅計年度中イギリス

に判官守てられ土3億ドルの米偶酪盛助のー切が援

助の形で支l:1iされるから ζれを差ヨlけは純合計は

1377百万ポンドとなる。 ζ のポンド毘返資金の使

用によっ亡関防予算の純合計，t減少するが実聞の

岡防努力の笹質的水準には影斡はない。との7)cI，"

は米関からの解消援助を含む外閣からの鰹隣接助

を参sWlvc玖走きれている。

1952年i経済白書より

(1) 
但)

一
四
億
六
千
二
百
万
ポ
ン
下
と
約
七

加
で
あ
る
。
同
家
予
算
で
占
め
る
割
合
に
つ
い
て

み
る
と
、
取
前
(
三
八
年
】
で
は
一
七
掃
に
過
ぎ

六
倍
の
培

な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
三
四
声
に
註
し
て
い
る

」
の
こ
と
は
従
来
の
岡
民
純
情
の
軍
事
化
の
場

自
主
具
り
、

杢
閥
的
戦
宰
の
段
階
に
至
ら
な
い

前
、
既
に
今
日
で
は
、
関
民
経
済
の
軍
事
化
が
こ

れ
と
杢
く
問
一
の
規
模
で
行
わ
れ
、
莫
大
な
周
家

ての
と浪
のノ費

量主 と
桝結
のび
軍つ
事い
化て
『亡し、

よる
るこ
てと
業を
生示
産す
水。

準而
のし

(3) 

引
上
げ
は
、
こ
れ
が
人
潟
的
に
強
行
さ
れ
る
軍
需

生
産
の
増
大
を
計
算
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
必
ず
し



軍捕H~占資本の利潤 (1000ボンド)

| 附 1 1卿 1
1田o.1力鵠)詰i

インピりアル工業(化単ヵリ
10，183 37，172 44，513 337 64 

、際競物、毒物)

ヴイヲカ戸ス(金J州自) 2，0日8 6，427 6，935 245 8 

lデハザイアンドiJ1，主担(金杭''-/-機) 23日 1，446 1，768 669 22 

ア〔ジリニLシYユト戸エテンYヂドンt主電主司筑産波業配} 1， 210 7，762 8，605 567 11 

第二表

巨大銀行の利淵(1000ポンド)

1950 1951 1952 |11996521年年増比加率

ノζ戸グレ戸ョ: 1，972 1， 908 2.138 12% 

ロ イ ^ 1.762 1.816 1.965 8.2 

ミ?ドランド 1，987 1，925 2.075 7.8 

-j-ショナノL ・
1，455 1， 470 1，525 3.8 7'ロ"インシ-r')L 

ウエストミンスタ戸 1，471 1， 405 1，447 2.9 

第三表

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
悶
民
経
済
的
軍
事
化

も
生
産
の
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

問
問
農
大
衆
、
被
民
地
従
属
闘
の
諸
岡
民
の
未
曾
期
の
貧
同
化

の
犠
牲
に
よ
り
、

濁
ト
円
資
本
の
た
め
に
閣
民
所
得
を
吸
牧

し
、
再
A
心
配
す
る
た
め
の
新
し
い
可
能
性
を
奥
え
て
い
る
。

即
ち
第
二
・
三
表
区
一
取
さ
れ
る
如
く
、
宜
大
軍
需
湖
占
資
本

と
こ
れ
と
結
び
つ
く
豆
大
銀
行
資
本
に
射
し
、
品
大
限
の
利

潤
確
保
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
「
多
く
の
株
式

合
祉
の
決
算
帯
は
中
世
紀
の
牛
皮
紙
に
土
く
に
て
い
る
。
そ

れ
は
脅
か
れ
た
本
蛍
の
内
将
を
輿
え
る
そ
の
下
に
あ
る
記
械

を
よ
む
た
め
に
は
、
脅
か
れ
て
あ
る
も
の
を
初
め
か
ら
消
さ

ね
ば
な
ら
な
い

Q

」
(
レ

1

一
一
ン
全
書
↓
二
七
民
}
と
指
摘
さ
れ

る
如
く
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
利
潤
を
不
首
に
温
少
評
偵
し
た

清
算
書
で
さ
え
、
軍
事
化
が
湖
占
費
本
に
葉
大
な
利
潤
を
保

誇
し
て
い
る
事
を
一
不
め
す
。
而
も
こ
れ
を
板
粁
と
す
る
そ
の

生
涯
の
集
積
と
資
本
の
集
中
と
の
過
程
ほ
著
し
く
促
進
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
一
方
で
は
民
族
産
業
を
破
壊
し
、
中
小
生

産
者
を
設
落
さ
せ
る
と
同
時
に
、
住
民
の
大
部
分
の
生
活
水

第
七
十
二
省

第
三
競



イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
悶
民
慨
障
の
軍
事
化

賃金と小雪物般のシヱ F レ

1194 7icl1948 if'11919"F I 附 11947年 1948
i
Fl1919年問第下期21四第f可3制|四第半4期四UJ判1明I四沼判2明I四第半3期

指珂1r-f，り所得政 100 110 115 120 124 132 

賃金(言串十指)政 100 106 108 110 110 113 116 118 120 

指'J、filj敏目 100 109 110 114 114 116 118 123 127 

陥(zト入均〕fF指J粕数 100 115 115 131 131 144 162 183 182 

物るH賃1'1金h土型比Iす率 100 97 98 96 96 97 98 96 94 

第四表

第
七
十
二
各

第

競

四

準
を
叶
下
げ
、
特
に
租
税
負
婚
の
増
加
に
よ
る
そ
の
貧
閑
化
の
よ
り
一
涯
の
強

化
を
も
た
ら
し
、
資
本
主
義
白
内
在
的
矛
席
を
更
に
激
化
せ
し
め
て
い
る
。

London and Cambridge， Economic Servey BuIIetin 

No. V， 19δ1. pp. 11， 127， 129. 註)4，J又は10月

B 

最
犬
限
利
制
確
保
。
基
盤
と
し
て
の
系
統
的
牧
奪
り
強
化

付)

同
内
住
民
の
大
部
分
に
封
す
る
牧
奪
の
相
由
化

終
消
の
軍
事
化
に
よ
る
イ
ン
ア
レ
の
商
法
は
勢
働
者
の
貰
質
賃
金
を
著
し
く

引
下
げ
て
い
る
。
第
四
去
に
一
不
さ
れ
る
如
く
、
物
慣
に
封
ず
る
賃
金
比
率
は
、

再
軍
備
計
量
の
進
展
に
件
う
大
巾
物
傾
騰
貴
〔
五
O
年
既
に
石
炭
九
主
%
、
バ
タ
ー

三
三
%
、
ベ
1

コ
シ
一
O
%
、
男
子
服
九
%
、
ダ
イ
ヤ
四
O
%
、
前
年
に
比
較
し
て
上
昇
し

て
い
る
J
に
よ
り
公
式
統
計
す
ら
そ
の
比
率
が
低
下

L
、
努
働
者
の
物
償
問
欺
態

が
著
し
〈
謡
化
し
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
プ
ル
ジ

J

7
統
訂
に
お

い
て
す
ら
弊
働
者
の
物
質
的
欣
抽
出
に
最
も
閥
係
が
あ
る
食
料
品
物
慣
と
の
シ
ヱ

1
V
が
著
し
〈
大
と
な
っ
て
い
る
。
な
ほ
同
闘
に
一
ホ
さ
れ
る
如
く
、
賃
金
率
の
上

日
升
と
比
較
し
て
、

川
叫
千
均
牧
入
の
増
加
が
大
で
あ
る
こ
と
は

民
需
産
業
部
門

で
の
機
短
に
よ
る
半
失
業
の
増
加
を
考
慮
す
れ
ば
、

(
特
に
繊
維
産
業
〉

同
闘
に

資料

示
さ
れ
た
以
上
に
軍
需
産
業
部
門
に
於
け
る
勢
働
時
間
の
延
長
に
よ
る
週
平
均

牧
入
の
増
加
を
一
万
す
も
の
で
あ
る
。

門
銀
釧
労
働
者

i
四
九
年
週
平
均
四
五
・
七
時
開

主
一
年
四
六
・
三
時
間
、
右
出
杭
持
働
者

l
四
九
年
週
四
・
ム
ヘ
七
交
替
五
一
年
四
・
入
一
に
靖



16日

加
)
も
こ
の
こ
と
は
悶
民
粧
桝
の
軍
事
化
温
程
で
、

/

J

'

一九五一士口

性
主
そ
の
内
匂
的
強
度
の
上
昇
に
よ
る
相
釘
的
剰
余
憤
値
の

/

'

/

'

/

一

九

五

二

回

ノ

，，
γ

，i
'
V
/

一
丸
豆
一
日
)
増
加
(
四
八
年
1
五
一
年
間
の
生
産
惜
の
上
県
一
=
一
%
)
と
同
時
に

y

F

，
 

J
V

ん
'vr

一
九
五
一
国
、
官
質
賃
金
を
明
下
げ
、
更
に
は
勢
働
時
間
の
延
長
に
よ
る
絶

'
j
'

一九五
O

一C

'

J

一
九
五
口
四
針
的
剰
余
憤
怖
の
牧
取
闘
係
を
よ
り
一
一
居
強
化
し
て
い
る
こ
と

/
/
一
九
四
九
古
を
示
す
。

シ
一
軒
八
四
九
回

ヂ
一
九
四
人
δ

し
か
も
向
こ
の
軍
事
化
に
よ
る
納
税
負
指
主
著
し
く
両
め
る

グ
ツ
/
/
一
一
九
回
入
国
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
大
部
分
に
劃
す
る
一
一
軍
の
搾
取
闘
係

/
〆
一
一
九
四
七
工
口

/
ん
広
え
強
化
し
て
い
る
。
即
ち
軍
事
費
負
強
は
一
九
五
一
一
作
閑
民
所

司
山
一
九
百
七
四

旧

日

得

の

一

一

勢
働
の
生
産

叫軌叫百ι曾阿
凡An 仰価物今

市
場
入
価
値

信
同
成
物
物

均
品
止
問
軍

国

平

料

1宝

ト
週
食
全
虫

吉
一
一
一
一

4ク

ク〆
t 

155 

150 

145 

140 

13~ 

130 

115 

110 

115 

110 

ー
ん
再
に
注
し
て
い
る
が
こ
れ
は
大
部
分
り
住
民

の
ボ
ケ
w
ソ
ト
か
ら
賄
わ
れ
て
い
る
。
年
牧
二
千
ポ
ン
ド
以
下
の
所
得
者
が
お
さ
め
る
所
得
税
は
約
六
割
乃
五
七
割
に
濯
し
て
い
る
。

そ
の
京
荷
は
こ
れ
ら
住
民
の
大
部
分
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
五

0
年

度
に
お
い
で
す
ら
イ
ギ
リ
ス
で
の
こ
れ
ら
人
民
大
衆
え
の
税
負
隠
は
そ
の
所
得
の
三
七
回
に
達
し
て
い
る
。

更
に
同
提
税
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
全
税
額
の
四
五
回
で
、

か
く
の
如
〈
岡
民
所
得
中
戦
費
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
岡
家
教
算
の
増
大
に
伴
ひ
、
間
四
家
及
び
地
方
議
算
は
慢
性
的
赤
字
と
な
り
、
園

依
外
債
の
莫
大
な
府
加
は
凶
庫
か
ら
大
金
融
資
本
へ
移
行
さ
れ
る
金
額
を
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
閣
債
は
健
幣
資
本
投
卜
の
最

も
有
利
な
形
践
で
、
納
税
者
大
衆
の
負
強
り
で
政
府
保
識
の
高
利
子
が
ふ
り
む
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
資
本
主
義
の
信
用
制
度
の
寄
性
他

の
過
程
を
一
層
強
化
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
於
什
る
間
同
回
開
の
軍
事
化

第
七
十
二
程

第

腕

互工



イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
閑
民
経
済
の
軍
事
化

問5主負偵のほ大 (10億ポンド、スタ戸りング)
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筋
七
十
二
議

第
三
一
蹴

ノ、

四

し
か
も
こ
の
際
閣
慌
に
よ
っ
て
既
牧
さ
れ
た
安
全
は
軍
需
務
注
に

ふ
り
む
け
ら
れ
、
潤
占
を
本
に
大
巾
な
利
潤
を
保
誇
す
る
と
共
に
、

他
方
で
は
必
然
的
に
イ
ン
フ
レ
を
一
府
強
化
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
住

民
の
有
効
需
要
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
再
生
産
過
程
で
の
詩
矛
盾
の

激
化
を
促
進
し
、
更
に
一
暦
深
刻
化
し
た
終
桝
恐
悦
の
前
提
を
造
り

U
叫

L
4
J
o

f
v
 

叉
軍
需
生
産
の
増
大
は
失
業
を
肯
心
服
す
る
も
の
で
は
な
い
Q

む
し

ろ
失
業
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
促
え
軍
需
部
門
で
弊
働
者
の
雇
傭
増

加
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
も
、
民
需
部
門
に
於
け
る
努
働
者
口
組
傭
数

の
減
少
を
知
ぎ
な
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る

Q

即
ち
第
六
表
は
粧
怖
の

軍
事
化
に
伴
う
イ
ギ
り
ス
勢
働
階
級
の
失
業
の
増
加
の
事
賓
を
創
世

に
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が
失
業
を
池
少
評
慣
L
て
い
る
公
式

統
計
の
数
字
で
、
責
際
に
は
更
に
こ
れ
を
上
廻
る
も
の
と
目
わ
れ
る
u

更
に
軍
事
目
的
の
た
め
不
生
建
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
非
常
に
多
く

資料

の
人
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
賛
は
軍
事
化
に
よ
り
平
和
産
業
の
生

産
能
力
が
ま
す
/
¥
遊
休
化
し
、
失
業
が
非
常
に
増
大
し
、
し
か
も
こ

の
葉
大
な
失
業
者
の
神
間
備
軍
が
常
備
軍
に
附
開
化
し
て
い
る
こ
と
を
一
不



す
。
か
く
し
て
戦
後
異
常
に
縮
少
し
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
市
場
は
こ
の
同
内
市
場
の
狭
随
化
に
よ
り
更
に
具
常
に
狭
阪
化
し
て
い
る

Q

植
民
地
従
属
国
に
於
付
る
牧
奪
の
強
化

(ロ)剛
氏
終
掛
の
軍
事
化
に
よ
る
負
婚
は
ま
す
/
¥
植
民
地
従
属
闘
の
諸
凶
民
に
郷
稼
さ
れ
、
植
民
地
従
属
悶
の
強
奪
的
搾
取
が
強
化
さ

れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
問
山
資
本
は
こ
れ
ら
諸
閣
の
全
粧
桝
を
そ
の
管
理
下
に
お
き
、
こ
れ
ら
諸
閣
の
闘
民
の
最
も
必
要
な
利
市
止
を
犠

牲
に
し
て
、
そ
の
政
大
限
利
測
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
。
イ
シ
下
で
は
一
九
五
一
介
七
月
現
在
石
油
産
業
七
匹
、
f

ム
産
業
九
三
拓
、

マ
ッ
チ
産
業
九

O
臣
、
ジ
ュ

1
下
麻
産
業
の
八
九
回
、
茶
農
業
の
八
六
%
、
鎖
石
産
業
の
七
三
匹
、
石
茨
産
業
六
二
再
、
弾
力
性
J

ゴム

栽
時
五
四
匹
、
銀
行
の
四
六
百
旬
、
白
山
凧
産
業
の
四
三
回
、
機
械
工
業
の
三
三
匹
、
織
物
業
の
一
二
掃
が
外
閑
安
本
に
よ
り
支
配
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
中
で
イ
ギ
り
ス
安
本
の
占
め
る
比
率
は
外
岡
の
個
人
民
賓
の
七
二
'
四
匹
、
加
工
業
で
は
六
九
四
百
旬
、
公
従
借
閣
九

四
八
匹
、
運
服
部
門
七
肉
声
、
貿
易
部
門
k
八

八
匹
、
鏑
物
採
取
産
業
八

八
掃
で
あ
る
。
し
か
も
イ
平
り
ス
の
イ

y
ド
粧
梢

に
射
す
る
統
制
は
ほ
者
機
関
の
子
を
通
じ
て
内
閣
化
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
英
閣
金
融
資
本
は
そ
の
支
配
扶
践
を
イ
y
w
卜
銀
行
制

度
の
中
に
維
持
し
て
い
る
。
即
ち
、
連
邦
イ

Y

F
銀
行
、
イ
ン
ド
チ
ャ
?
グ
1
銀
行
、
香
港
上
梅
銀
行
等
幾
多
の
イ
ギ
り
ス
銀
行
が
話

波
な
活
動
を
つ
ず
け
て
い
る
。
こ
の
粧
桝
支
配
を
通
じ
そ
の
強
奪
的
搾
取
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
県
こ
れ
ら
諸
珂
の
生
産
力
の

務
日
肢
は
止
ま
り
、
大
衆
の
購
買
力
は
激
減
し
て
い
る
。

関
連
の
閥
際
農
業
機
構
は
一
九

T10、
五
一
年
報
官
の
中
で
寸
戦
後
飢
え
て
い
た
人
々
の
大
多
数
は
今
日
も
っ
と
う
え
て
い
る
」
こ

と
を
み
と
め
、
つ
世
外
の
食
糊
取
引
は
戦
前
水
準
に
比
べ
て
約
%
減
少
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
己
の
強
奪
的
搾
取
の
強
化
に
よ
る

質
附
化
の
深
化
は
植
民
地
従
属
諸
問
で
の
前
品
販

h

買
の
可
能
性
を
う
ば
い
、
資
本
主
義
市
場
の
規
模
は
異
常
に
縮
少
伯
さ
れ
て
い
る

Q

C

部
門
別
不
均
衡
の
噌
た

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
悶
民
組
摘
の
軍
事
化

第
七
十
二
盆

五

第

暁

七



イ
ギ
り
ス

r於
け
る
闘
民
慨
隣
町
軍
事
化

民寄生産に於りる生産財梢賀川北少 (50年 ι半期比51年上半期)

鋼 俄 115-剖% 銅 15% 

ステイ ンレス 70 ク 旺l 20ヶ

自動車工業用銅板 30 "-' ツ 'F yし 30ヶ

石 出，~ 15 ゲ fがイスコーλ)
且)ノノ

ル.lli 鈎 1'5-50γ 
前TI Itl 仁業における

第七表

第
七
十
二
盆

第
三
暁

ーム〆、

Y¥ 

断
民
都
怖
の
軍
車
化
に
」
る
相
州
占
資
本
の
最
大
限
利
潤
の
坦
及
は
不
可
避
的
に
資
本
主
義
諸
生
産

部
門
聞
で
の
不
均
衡
の
よ
り
一
層
の
増
犬
を
も
た
ら
す
。

そ
こ
で
は
再
生
産
の
均
衡
化
の
可
能
保
件

が
よ
り
復
維
閑
難
、
と
な
り
、

他
方
で
は
生
産
力
の
務
展
が
よ
り
綾
雑
に
不
均
衡
化
L
、

祉
合
的
消
費

は
主
す
/
¥
制
限
さ
れ
、

資
本
制
税
反
過
程
は
よ
り
一
層

失
銑
な
矛
盾
に
さ
ら
さ
れ
る
。

剛
氏
抑
制
消
の
軍
事
化
過
程
で
の
生
産
力
の
殻
伎
の
仕
方
に
つ
い
て
み
る
と
、

門
で
は
そ
の
利
川
阿
蘇
は
著
し
く
不
均
衡
化
す
る
。

軍
』
肯
渦
占
と
民
需
同
部

(
例
へ
ば
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
利
潤
雫
の
不
均
衡
化
に
つ

い
亡
み
れ
ば
.
プ
ィ
ナ
ン
シ
ァ
ル
タ
イ
ム
ズ
誌
に
よ
れ
ば
、
九
二
七
社
白
五
二
年
一
月
乃
至
三
月
の
利
潤
は
五
一
一
百

万
ポ
ン
F
で
、
前
年
同
期
に
比
較
す
れ
ば
一
六
向
上
外
廻
っ
て
い
る
が
、
民
需
部
門
特
に
メ
リ
ヤ
ス
工
業
で
は
四
一

「此界経1均年報J19G2τ1よh

%
、
毛
織
物
工
業
で
は
三
七
%
の
減
少
や
一
揖
し
て
い
る
の
に
淵
L
、
軍
需
溜
占
で
は
海
運
八
七
怖
を
初
め
と
し
て
、

娃
築
機
械
謹
宙
機
航
位
機
活
船
等
若
L
〈
増
加
し
て
い
る
。
)
閑
民
抑
制
怖
の
軍
事
化
に
よ
っ
て
、
英
夫
な
利
潤

を
恨
持
さ
れ
た
軍
需
精
占
で
は
務
働
怖
約
的
諸
積
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が
勢
働
者
消
費
を
制
約
L
.
大
衆

消
費
財
部
門
で
の
摂
張
は
相
針
的
に
制
約
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
軍
事
化
に
よ
る
負
路
が
イ
ン
フ
レ

及
び
租
税
の
形
で
勢
働
者
の
懐
か
ら
賄
わ
れ
、
よ
り
一
暦
大
衆
消
費
を
制
限
す
る
。
し
た
が
っ
て
ん

衆
消
費
財
生
産
部
門
で
は
、
そ
の
撫
張
が
著
し
〈
停
神
化
す
る
か
、
或
は
む
し
ろ
そ
れ
ど
こ
ろ
か
並
に

縮
少
す
る
と

F
〉
な
る
。
こ
の
結
県
民
需
部
門
で
の
生
産
財
消
費
は
減
少
し
、
軍
需
部
門
で
の
生
産
財

資本:

容に

巴針

勿 毛

""需Y 要
?ゴは
吻ヨー~

合仁
資〈
メト 士骨

主ヂ
の、

奔生
問産
自ヲ 肘

危Lt:
警空
産官
宅三
』主主長
日 P土

壇否
是正
立花

嵩事
lこ τ
よ 45
ペ〉
て

の

{
論
七
表



軍
事
化
に
よ
る
需
要
を
賄
ふ
よ
り
も
、
間
半
AJ
現
存
設
備
の
樋
大
限
利
用
に
よ
っ
て
賄
ん
と
す
る
。
第
八
表
、
九
表
は
共
闘
に
於
け
る
平

事
化
が
現
存
設
備
利
用
と
戦
略
物
資
蓄
裁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
も
軍
需
生
産
部
門
で
の
生
産
は
生
産
財
の
現

物
消
費
の
形
態
を
と
り
乍
ら
、
そ
れ
が
再
生
産
過
程
外
に
脱
落
す
る
も
の
で
あ
る
。

r

」
れ
ら
の
則
か
ら
同
民
縦
消
の
軍
事
化
過
程
に
お

い
て
は
生
産
力
の
税
同
肢
が
著
し
く
披
行
化
し
、
そ
の
停
滞
は
更
に
深
化
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
串
は
平
事
化
過
程
で
生
産
力
の
損
充
が
現
わ
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
間
四
占
資
本
相
互
闘
の
軍
需
を
め
ぐ
る
劃
半

第八表 イギリスI明民生産及び支出

(車位100万ポンド1950年不嬰悦椅)

一 1 '948τ| 四9年 1 '95昨 ~951'êp I 

個人消費 17，4651 7，6151 7，7721 7，683 

公共常局支出 11， 920 1 2，050. 1 2，013 1 2，163 

闘史投資 1 1，引 51 1， 59511，67411，5間
スト Y グ増加 1701 40 1 - 165 1 315 

資源に潤する
凶 l羽信明

間内飽生産高

関内生産不足高

その他純
海外所得※

交易際件の
要国 + 

Lことととムニ斗L斗二三日二ニ51':..1
※ 財護、物時底分、移民送金等に上る所得

19叩に比べた安易統押の詫による負担(-) 

ないし利益(+)

資料 程済評論21年41J号)J'f子氏論文より

11.745 

11，3肌)

445 

+ 291 

367 

11，勿'"

11，097 
147 

十 391

。

11 ， ~OO 

10，810 

490 

十 210

+ 285 

11， 060 

10，525 
_. 5白5

+ 244 

十 265

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
闘
民
経
済
の
軍
事
化

第
七
十
二
金

七

は
等
し
〈
倣
化
す
る

し
、
又
軍
需
規
格
統
制

“Economic Survey for 1喫38，"p. 19 

の
問
抽
知
性
は
筈
設
備
を

λ

グ
ヲ
ッ
プ
化

L
、
新

投
資
を
必
要
と
す
る
。

従
っ
て
生
産
力
は
或
る

時
期
ま
で
は
現
象
的
に

は
大
と
な
る
。
し
か
も

そ
れ
は
あ
く
ま
で
軍
事

的
要
闘
と
直
絞
結
び
つ

:ct科

く
も
の
で
、
そ
こ
で
は

再
生
産
過
程
外
に
逸
脱

増Z

E点

九



イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
幽
旧
民
料
問
の
軍
事
化

生産高の推移

lJ::::L:: 金士属作j機作業械際械及び 44，904 I 53，213 I 60，0日日

軍拘置内燃 i際閥 305，0ω ，0日日
f需 土ノ不自主築用出材 68，000 81， OuD 97，000 

L 必字 蒸交気流ダ戸草壁ピン包及気び 2，539 2，076 2，365 

71，800 92，800 120，000 

官需毛~ "戸 32，600 36，900 44，000 

1~ レ ヨ ン 日71 ~R4 283 

需P談主f 制i及び綿紡糸 954 968 673 

1m 純物 2，123 2，202 1， 691 

第
七
十
二
詮

A 

結

日産

。

第十表

す
ゐ
軍
需
部
門
で
の
拡
大
が
相
封
的
に
大
で
、
生
産
財
生
産
部
門
が
こ
れ

に
つ
ぐ
事
と
な
る
。
だ
が
大
衆
伯
尚
引
財
生
産
部
門
で
は
、
そ
の
殻
民
が
著

“Econon】icSurvey for 1950・'

し
く
小
と
な
り
、
或
い
は
む
し
ろ
減
退
す
る
。
第
十
表
は
こ
の
事
買
を
一
不

す
も
の
で
あ
る
o

勿
論
こ
の
場
合
、

そ
こ
で
は
従
前
と
具
な
り
、
生
産
み

の
夜
民
が
著
し
く
停
術
的
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
軍
事
的
要
因
を
除
付

ば
、
そ
の
週
則
の
ピ
ー
ク
は
こ
れ
に
先
行
す
る
遡
則
む
そ
れ
に
は
達
し
な

い
の
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
生
産
力
の
費
出
世
が
著
し
く
停
滞
し
、
よ
り
権
維

に
不
均
衡
化

L
、
舵
合
的
消
費
は
ま
す
/
¥
制
日
比
さ
れ
、
再
生
産
の
均
衡

化
の
可
能
鋒
件
が
著
し
く
被
雑
制
難
と
な
り
、
地
宜
本
制
設
民
地
程
は
よ
り

一
層
深
刻
化
さ
れ
た
矛
盾
に
さ
ち
さ
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

資料

し
か
も
こ
〉
で
川
口
意
す
べ
き
射
は
軍
事
化
の
明
確
な
現
わ
れ
と
し
て
紋

術
的
進
歩
が
抑
制
さ
れ
亡
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
資
本
主
義

が
科
鳳
γ

的
殻
明
品
、
強
見
を
生
産
の
た
め
に
利
用
出
来
な
い
。
即
ち
科
皐
L
L
技
術
の
金
一
同
的
軍
事
化
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

(
例
へ
ば
原
子
力
の
広
和
的
生
産
的
利
用
の
禁
止
が
こ
れ
で
あ
る
J

る。

策
本
化
恐
慌
の
到
来
と
保
守
熊
の
絞
持
政
策

A 

矛
庄
の
激
化
と
軍
事
化
恐
慌
の
到
来



工業生産指離の推移 (1946~100)

11~5 卜916 1 1附 11949 1:剖19お年比1四9詣35Z半5JJ年年1tfll l l 1948 I 1949 比4996年

織 物 業 142 10日 105 91 101% 

主服及び皮革業 123 1以〕 107 107 I 116 i 132 94 107 

金風 ごE 書4 176 1似] 103 113 118 126 155 166 

輸 送緋材工業 108 100 119 133 164 199 152 184 

機被工業 76 100 123 151 161 172 212 226 

イじ fうさ ごE 業 76 100 100 117 127 131 167 175 

~ エ 防 業 47 100 96 99 98 95 209 202 

五止 提 * 153 
10臼 119 111 137 141 90 92 

燃料及び悶ブ] 87 1日目 103 111 116 '1 130 133 149 

第十一表

イ
ギ
リ
ス
に
於
吋
る
悶
民
組
簡
の
軍
事
化

Hand Book facts and五guresfor Socialists 1~栢 1 ， p. 27 

軍
需
生
産
の
摘
大
は
軍
需
狗
占
に
封
し
最
大
限
の
利
潤
を
血
一
え
る
が
、
資

本
主
義
市
場
を
狭
阻
化
し
、
民
山
中
間
部
門
の
有
効
需
要
と
そ
の
生
産
を
著
し
く

減
少
さ
せ
、
経
桝
恐
慌
が
到
来
す
る
依
件
を
生
み
出
す
。
し
か
も
第
十
一
表

に
示
さ
れ
る
如
く
、
生
産
財
部
門
に
於
け
る
生
産
高
の
請
し
い
増
加
に
も
か

〉
わ
ら
ず
、
消
費
財
部
門
で
は
い
ま
だ
戦
前
水
準
に
や
っ
と
注
し
た
か
、
出
盛

L
な
い
内
に
そ
の
過
剰
生
産
恐
慌
が
生
み
出
さ
れ
つ
〉
あ
る
。

元
も
軍
事
イ
ン
フ
レ
的
要
凶
は
一
時
的
に
は
効
景
気
を
も
た
ら
し
た
が

五
一
年
中
牛
に
は
す
で
に
過
剰
生
産
恐
慌
の
開
始
を
も
た
ら
し
た
o

即
ち
第

十
二
表
に
一
不
さ
れ
る
如
く
‘
五
一
一
年
で
は
繊
維
部
門
で
の
買
上
高
は
こ
れ
に

先
行
す
る
三
ヶ
年
の
い
づ
れ
よ
り
も
温
か
に
低
く
、
五
一
年
九
月
以
降
か
ら

の
費
上
高
の
減
少
は
約
四
四
声
〔
五
二
年
入
月
〕
に
叫
博
し
て
い
る
。

こ
れ
に
到
し
て
在
庫
容
は
五
三
年
二
月
に
は
二
二
一
と
著
し
く
増
加
し
て

い
る
υ

在
庫
高
の
三
月
以
降
の
減
少
は
繊
維
部
門
に
於
け
る
短
微
に
よ
る
。

即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
紡
績
業
の
危
機
は
千
均
三
制
の
娘
短
を
も
た
ら
し
て
お

資料

り
、
繊
維
産
業
勢
働
者
の
失
業
放
抽
出
は
五
月
十
二
日
現
在
で
」
ハ
人
に
一
人
と

い
う
極
端
な
水
準
に
淫
し
て
い
る
」

O

〔
ロ
ン
ド
ン
畿
六
且
ロ
イ
タ
ー
信
〕
こ
の

結
県
繊
維
部
門
に
於
け
る
生
産
高
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
即
ち
綿
布
で

第
じ
十
二
盆

第

披

九



イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
闘
民
経
済
の
軍
事
化

繊維普阿可での不況の一指標

9年町[占同 19脚

買上高|在開習上高陣高 記雨戸両
1月 ~3 149 101 153 71 I 2日O
2目 125 1引) 138 I 160 167 158 112 212 

3月 134 131 1ii8 I 158 187 145 139 203 

4月 133 121 117 i 167 174 143 114 195 

5月 136 119 123 172 146 159 116 184 

6月 107 123 104 172 121 178 82 174 

7月 100 133 86 183 97 209 82 1G3 

8月 114 135 109 184 112 225 87 150 

9月 148 135 176 171 151 237 

10月 156 129 186 152 146 235 

11月 150 123 159 144 134 228 

12月 103 128 112 211 

平均 124 128 130 163 I 136 190 

第
七
十
二
怨

。
第
三
悦

は
五
一
年
庭
第
二
-
問
中
断
五
七
八
白
万
千
方
ヤ
ー
ド
か
ら
五

二
年
第
一
一
四
半
期
に
は
三
九
八
百
万
平
方
ャ
l
下
、
七
月
四

牛
期
卒
で
は
二
六
一
百
刀
千
万
ヤ
ー
ド
と
五
五
回
の
生
産
減
少

半
期
窄
}
九
二
百
万
平
方
ャ

i
vと
百
四
回
の
生
産
減
少
合
示
仁
て
い
る
。

甥+=音量

a‘The 'J、itues，"1 9:ラ2，10， 13ーより

22 

24123118 

84180145 

3 1 3 1 1 

815 1 858 I 715 

197 1 218! 152 

351 27! 25 

127 1 119 1 98 

1. 307 11. 343 11. 076 

---ーーー一一資料ー“EconomicSurvey for ] 9f)3" 
より

機 ft製品輸出高の推移

(100万ポンド}

喧空白2

レ戸ヨ γ 原料|
プアイノミー I 

レP ヨン制1来|

綿糸及び析紡糸

スフ吻ンレーヨン

綿織反物

レ ー ヨ ン 織 蜘

モ純物

宅総反蜘

合計

14 22 

第+三重量

ft$ll 

で
あ
る
。
紡
杭
毛
織
物
で
は
五
一
年
第
一

百
万
ヤ

1

F
か
ら
五
一
一
作
第
二

四
半
期
で
は
八
一
百
万
平
方国

四
半
期
の
一

五

ヤ
ー
下
と
一
ニ

O
同
の
生
産
減
少
で
あ
る
。
人
絹
織
物
で
は
一
力
一
作
第
二
・
四
宇
矧
の
一
九
一
八
百
万
千
万

γ
1
F
か
ら
五
二
年
七
月

し
か
も
植
民
地
従
属
同
で
の
諸
国
民
の
系
統
的
牧
奪
に
よ
る
人
民
人
衆
の
貧
困
化
の
深
化
は
組
民
地
輸
出
を
太
宗
と
す
る
イ
ギ
リ
λ



委
本
主
義
の
輸
出
市
場
を
具
常
に
狭
隆
化
L
、
第
十
三
表
に
一
不
さ
れ
る
如
く
そ
の
輸
出
は
五
二
年
で
は
著
し
く
減
退
し
て
レ
る
。

こ
の
結
果
民
需
部
門
で
の
過
剰
生
産
恐
慌
は
同
年
中
に
於
け
る
=
一
千
万
ホ
ン
ド
の
三
軍
向
け
衣
料
殻
註
に
も
か
沿
わ
ら
ず
、
著
し
く

そ
と
で
は
莫
大
な
軍
事
支
出
門
軍
需
生
産
は
前
年
比
五

O
%増

失
鋭
化
し
た
。

し
か
も
こ
れ
は
生
産
財
部
門
に
ま
で
波
及
し
っ
、
あ
る
。

加
) 

と
強
制
輸
出
と
に
よ
っ
て
き

7
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
〉
わ
ら
ず
、
五
二
年
で
は
五
一
年
に
比
較
し
、
そ
の
生
産
は
停
滞
、
或
い

は
減
少
さ
え
示
し
、
昼
休
と
し
て
の
生
産
高
は
五
一
年
に
比
較
し
二
八
回
の
減
少
を
一
不
し
て
い
る
。

部門別字産闘の推移(1952)

陪 |削説合こI野比増51年滅割1合1の婁襲2こ化
金属製造業 5.9 (+ 1 2.4 (+) 0.1 

金属使用産 業 29.3 (-) 0.4 (-) 0.1 

化尊重業伺腕車産業 4.7 (-) 1.6 (-) 0.1 

機維製品、衣料産業 12.5 (-)14.6 (-) 1.8 

食料、飲料、タバコ 7.8 (十l2.8 (+) 0.3 

紙、 fP 昂1) 1.8 (-)15.6 (-) 0.9 

そ白他の製浩業 8.5 (ー19.2 (-1 0.7 

製造建業所 75.5 (ー14.! (-1 3.2 

鏑 業 7.7 (+) 0.2 【+lー

建 築 業 12.5 (+) 2.2 【+)0.3 

ガス、電気、 水道 4.3 (+) 2.7 (+ 1 0.1 

全 震 業 100.0 (-y 2.8 

第十四車

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
闘
民
続
演
の
軍
事
化

B 

7

メ
り
カ
の
軍
事
化
推
浩
に
よ
る
矛
盾
の
深
化

し
か
も
こ
の
矛
盾
は
こ
の
閣
民
経
悼
の
軍
事
化
が
ア
メ
り
カ
に
よ
っ

“.Rconomic S'urvey for 1953"より

て
指
導
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
ア
メ
り
カ
で
の
再
軍
備
の
進
展
仁

よ
っ
て
著
し
く
強
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
そ
の
具
体
的
指
様
を
掲
げ
れ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

(1) 

軍
事
化
に
よ
り
莫
大
な
戦
略
物
資
の
ス
下
v
b
J

を
摘
大
し
た
が
、

こ
の
過
程
で
そ
の
戦
略
物
賓
の
買
付
け
に
伴
う
煩
格
騰
貴
は
資
金
的

に
弱
休
な
イ
ギ
り
ス
資
本
主
義
で
の
交
易
保
件
を
著
し
く
悪
化
し
て
い

る
。
叉
こ
れ
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
の
結
果
は
庚
汎
な
住
民
大
衆
の
有
効
需

要
を
狭
臨
化

L
、
商
品
質
現
の
基
礎
を
掘
り
く
ず
す
と
同
時
に
、
流
通
面

資料

で
の
無
秩
序
を
強
化
し
て
い
る
。

H
強
制
的
軍
需
品
買
却
、
軍
事
物
費
主
軍
事
工
場
用
設
備
輸
出
の
強
化

ω
軍
事
援
助
は
ア
メ
リ
カ
の
輸
出

第
七
十
二
省

一

第

掠



イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
闘
民
解
醐
聞
の
軍
事
佑

職入輸出債格及び交Jbf際件(1938=100)

は似品 主易保件

入 時現出

【1)ノ (2)1(3) 

jh?でポ5?
(4) 1 (5) 1 (5) 

1938 100 1臥} 10四 1日j 100 100 100 100 

1946 210 221 219 196 196 108 113 113 

1947 258 256 278 223 222 116 115 125 

1948 285 277 328 242 242 117 114 125 

1949 294 究.4 334 251 249 116 113 135 

1950 330 305 411 263 260 124 117 159 

1951 431 日51 60口 3U3 300 lU 116 200 

1952四第半1期 444 371 
. 
592 323 322 137 115 I 184 

/ 

第
七
十
二
省

第

披

四

第十五衰
叉
ア
メ
り
カ
の
軍
事
化
に
よ
っ
て
更
に
深
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、 で

あ
り
、
し
か
も
こ
の
援
助
に
よ
っ
て
イ
ギ

P
1
は
ア
メ
リ
カ
漏
占
資

本
え
の
従
属
化
が
強
化
さ
れ
、
託
ほ
ζ

の
軍
事
援
助
は
イ
ギ
り
只
で
白

岡
際
壮
支
を
、
そ
の
強
制
的
軍
備
擦
大
に
よ
る
閥
外
え
の
五
割
支
出
を

余
儀
な
く
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
悪
化
せ
し
め
て
い
る
。
叉

mw

こ
の
軍
事
援
助
を
楯
と
し
て
民
主
主
義
陣
営
と
の
正
常
な
閥
係
を
禁
止

し
・
ア
メ
リ
カ
よ
り
の
高
倒
格
の
食
料
、
原
料
合
輸
入
せ
し
め
て
い
る
Q

し
か
も
ア
メ
り
カ
で
は
高
い
関
税
そ
の
他
の
手
段
で
、
イ
ギ
り
ス
商

品
の

y
メ
り
カ
え
の
輸
入
を
阻
害
し
て
い
る
Q

而
も

ω
ド
ル
援
助
に

釘
す
る
そ
の
利
子
の
強
制
的
取
り
た
て
を
貨
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
責
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
ド
ル
牧
支
を
悪
化
す
る
、
と
同
時

に
、
イ
ギ
リ
ス
濁
占
資
本
が
牧
奪
し
た
慌
似
の
一
一
部
を
ア
メ
り
カ
濁
占

資
本
が
強
制
的
に
牧
奪
し
て
い
る
事
を
意
味
す
る
o

乙
れ
は
イ
ギ
リ
入

資
本
主
義
の
軍
事
化
に
よ
る
矛
盾
を
更
に
激
化
す
る
。
し
か
も
な
低
イ

ギ
リ
ス
滴
占
費
本
が
ア
メ
り
カ
の
軍
事
化
に
よ
る
負
強
を
植
民
地
従
属

閣
の
諸
問
民
の
犠
牲
に
よ
っ
て
つ
ぐ
な
は
ん
と
し
て
い
る
そ
の
矛
屑
も

そ
れ
で
あ
る
。
第
十
六
-
七
表
に
示
さ
れ
る
加
く
蹴
民
地
従
属
国
で
の
貿
易
中
イ
ギ
り
ス
の
占
め
る
比
率
は
減
退
し
、
そ
の
酎
米
依
存

間
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
植
民
地
従
属
図
え
の
侵
遜
の
強
化
が



英本岡と英連邦諸聞との貿易関綿

|問山蜘比寧1同一同

1吋 1叫 1叫 1叫悶 1叫脚11回 71叫 1旬。
オ戸ストラリア 45 38 50 42 39 52 40 44 50 52 

~ =ージラント' 84 75 76 73 66 61 46 50 55 6(】

イ ン トア 23 22 25 20 
22 33 14 30 

パキスタン 20 17 29 26 

セイ ロ y 45 41 46 33 24 29 22 22 18 20 

マ レ 戸 17 14 11 12 14 18 16 15 20 17 

南アメリカ 77 46 38 26 26 57 44 42 42 41 

第十六蜜

fRJ11zhJ 
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イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
閑
民
極
聞
の
軍
事
化

轍

輪

が
強
化
さ
れ
、
又
椛
民
地
従
属
闘
え
の
ア
メ
り
カ
資
本

投
資
が
増
大
し
、
イ
ギ
り
λ

植
民
地
従
岡
崎
闇
市
場
え
り

侵
透
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
似
し
か
も
ア
メ
リ
カ
調

占
資
本
は
内
相
側
、
日
本
を
自
己
の
根
援
地
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
精
占
資
本
を
再
建
し
、
イ
ギ
り
λ

費
本
主
義
に
射
す
る
航
民
地
従
嵐
同
市
場
で
の
有
力
な

日銀「外閑締横断l計」より

競
年
者
と
し
て
出
現
せ
し
め
て
い
る
。

m
更
に
は
東

間
貿
易
の
禁
止
一

ιよ
る
英
凶
植
民
地
の
封
米
輸
出
品
た

る
錫
、
。
ゴ
ム
、
羊
毛
償
格
の
牛
額
以
下
え
の
切
下
げ
、

こ
れ
は
英
闘
植
民
地
大
衆
の
蕗
資
カ
を
著
し
く
制
限

じ
、
且
つ
、
英
術
闘
の
ド
ル
獲
得
を
困
難
化
せ
し
め
る
、

と
同
時
に
、
こ
れ
ら
資
源
を
支
閉
す
る
イ
ギ
り
ス
凋
占

脊軒

資
本
の
最
大
限
利
潤
確
保
の
基
礎
を
振
り
く
ず
す
。
と

同
時
に
、
そ
の
負
捻
の
植
民
地
従
属
閣
の
諸
闘
民
え
り

時
稼
を
深
化
せ
し
め
、
そ
の
結
果
植
民
地
従
岡
崎
閣
の
市

場
は
ま
す
/
¥
狭
隆
化
し
て
い
る
。

以
上
に
指
摘
し
た
如
く
現
在
植
民
地
従
風
闘
で
の
牧

第
七
十
コ
省

一

五

第
三
競

¥ 



第
三
時
抗

奪
は
第
一
に
は
ア
メ
リ
カ
帝
園
主
義
に
よ
り
イ
ギ
り
ス
に
お
は
さ
れ
た
負
指
再
稼
の
強
化
昨
よ
り
著
し
く
激
化
せ
し
め
ら
れ
で
い
る
、

と
同
時
に
、
第
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
凋
占
資
本
の
こ
れ
ら
植
民
地
従
属
闘
え
の
侵
透
の
強
化
と
結
び
つ
い
て
、
こ
の
雨
商
か
ら
著
し
く
強

化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
等
諸
闘
の
危
機
と
革
命
運
動
の
深
化
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
呆
、
よ
り
強
力
な
ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
圏
民
極
端
聞
の
軍
事
化

第
七
十
二
省

四

ム，、

調
占
費
本
の
最
大
限
利
潤
の
迫
及
が
イ
ギ
り
ス
濁
占
資
本
の
植
民
地
従
属
図
で
の
系
統
的
牧
奪
に
よ
る
最
大
限
利
潤
確
保
の
基
礎
を
堀

り
〈
ず
し
、
し
か
も
世
界
市
場
が
狭
少
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
費
本
主
義
が
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
に
よ
り
従
属
化
す
る
過
程

の
中
で
の
、
こ
の
犠
牲
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
経
桝
の
困
難
性
を
不
断
に
増
大

F
る
o

こ
の
結
呆
は
必
然
的
に
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
え
の
従
属
か
ら
離
脱
し
、
自
主
的
赦
踏
を
も
ち
、
最
大
限
利
潤
確
保
の
た
め
イ
ギ
り
ス
資
本
主
義
の
ア
メ
り
カ
資

本
主
義
と
の
封
立
の
激
化
を
導
き
出
す
こ
と
と
な
る
o

C 

危
機
に
封
廃
す
る
英
凋
保
守
旧
棋
の
経
桝
政
策
の
貨
体

自rl

関
際
牧
支
の
危
機
え
の
針
策

従
属
化
し
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
休
制
的
危
機
は
端
的
に
は
閣
際
牧
支
の
悪
化
に
具
現
す
る
。
そ
の
た
め
こ
の
克
服
は
最
も
緊
急

と
さ
れ
、
保
守
禁
政
策
の
中
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
廃
す
る
保
守
翼
政
策
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
第
一
に
は
輸
入
削
減
に
よ

る
大
衆
生
耐
水
準
の
強
制
的
切
干
げ
で
あ
る
。
即
ち
轍
入
削
減
措
置
を
強
化
す
る
た
め
、
抱
括
輸
入
許
可
制
度
の
一
部
を
と
り
け
し
、

割
蛍
輸
入
に
代
置
し
、
封
外
支
掛
一
回
五
億
ポ
ン

V
の
簡
約
を
賞
施
す
る
。
そ
の
中
一
億
ポ
ン
ド
が
食
料
品
開
係
、
残
余
は
繊
維
製
品

を
含
む
加
工
品
削
減
で
あ
る
。

第
二
に
は
輸
出
促
進
措
置
の
賞
施
で
あ
る
。
こ
れ
は

ω閲
内
需
要
を
儲
牲
と
す
る
輸
出
用
註
文
の
早
期
完
了
に
闘
す
る
捕
置
、

ω政
府
民
事
支
出
五
千
万
ポ

Y
V
の
削
減
、

ω闘
防
輸
出
農
業
等
緊
念
産
業
え
の
融
資
優
先
、

州
間
関
内
投
資
の
賢
質
的
切
下
げ



の
た
め
の
イ

y
r
ラ
ン
ド
銀
行
歩
合
の
四
回
え
の
引
上
げ
、

輸
出
の
た
め
の
園
内
線
件
の
整
備
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
措
置
は
恐
慌
を
綬
和
す
る
ど
こ
ろ
か
単
に
深
化
せ
し
め
る
性

的
刷
費
用
品
に
劃
す
る
買
取
粉
免
除
規
定
を
土
り
除
く
事
に
よ
る
消
費
財

格
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
措
置
は
新
た
な
耐
乏
生
活
を
強
制
し
た
の
み
な
ら
ず
、
食
料
品
債
格
の
騰
貴
に
よ
り
大
衆
の
消
費
財
麟
寅
カ
を
弱
化

L
、
消

費
財
過
剰
生
産
恐
慌
を
深
化
す
る
。
第
二
の
措
置
は
民
間
投
資
を
抑
制
し
部
門
間
不
均
衡
を
更
に
著
し
く
増
大
せ
し
め
た
ば
か
り
で
な

〈
、
消
費
財
部
門
で
の
新
た
な
債
格
騰
貴
を
も
た
ら
す
。

2
ヨ
ノ

ξ

ス
ト
誌
の
敷
字
に
よ
れ
ば
男
子
洋
服
、
女
子
ス
ー
ミ
ド
レ
ス
一
O
%

毛
織
物
三
O
%
の
債
柏
崎
貴
を
一
市
ず
}
こ
の
結
果
勤
勢
者
大
衆
の
消
費
水
準
は
著
し
く
抑
田
目
さ
れ
て
い
る
。

羅

五
% 

綿
布
二

O
%

(ロ)

財
政
危
機
え
の
針
策

イ
ギ
り
ス
資
本
主
義
の
従
風
化
の
中
で
の
軍
事
化
の
矛
盾
は
ま
た
財
政
危
機
と
し
て
具
現
し
、
こ
れ
に
封
す
る
措
置
が
保
守
集
政
策

の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
財
政
危
機
に
射
す
る
保
守
議
内
閣
の
措
置
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
第
一
に
は
費
本
に
封
す
る
税
率

の
引
下
げ
に
よ
る
増
産
え
の
刺
激
を
求
め
る
措
置
を
色
る
。
即
ち
晶
低
八
掃
の
基
準
年
度
利
潤
を
超
過
す
る
利
糊
部
分
に
封
す
る
特
別

超
過
利
潤
税
を
設
置
寸
る
が
、
こ
れ
は
超
過
利
潤
分
白
三
O
財
も
し
く
は
全
利
潤
の
一
八
両
か
何
れ
か
低
い
場
合
を
と
り
、
こ
の
設
置

の
半
面
現
行
税
率
問
蛍
分
五
O
回
、
準
備
分
一
O
同
を
そ
れ

pyi=五
戸
、
五
同
に
引
下
げ
る
o

し
か
も
こ
の
特
別
超
過
利
潤
税
は
五

三
年
末
に
は
全
面
的
に
撤
廃
し
、
且
つ
、
新
設
新
工
場
設
備
更
新
、
新
鎖
、
新
油
井
開
殻
等
に
闘
す
る
初
年
度
減
債
償
却
控
除
制
〔
一
O

%
乃
五
四
O
W
河
}
を
復
活
す
る
措
置
を
と
る
。

第
二
に
は
努
働
者
大
衆
に
劃
す
る
税
負
抽
闘
を
賢
質
的
に
出
引
上
げ
る
措
置
を
と
る
。
即
ち
そ
の
基
礎
控
除
を
一

0
ポ
ン
ド
引
ム
げ
、

且
つ
、
課
税
可
能
所
得
に
封
す
る
現
行
税
率
【
最
初
五

0
ポ
ン
ド

1
三
志
、
宍
り
ご

0
0
ポ
ン
ド
I
五
志
六
片
)
を
、

最
初
の
一

0
0
ポ
ン
ド

イ
ギ
り
ス
に
於
け
る
閤
民
極
醐
聞
の
軍
事
化

第
七
十
二
巻

五

第
三
競

七



イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
関
民
経
済
の
軍
事
伯

第
七
十
一
一
越

~，、

第
三
錦

y、、

ゴ
一
志
、
突
の
一
一
九

0
ポ
ン
ド
五
志
六
片
と
極
く
腕
微
な
引
下
げ
措
置
を
と
る
u

し
か
し
そ
の
反
面
間
接
税
の
引
上
げ
(
石
油
一
ガ
ロ
ン
七
・

五
片
の
埼
槍
同
動
車
税
一
樟
一
一
一
ポ
ン
ド
〕
と
買
取
税
の
増
設
が
賢
施
さ
れ
、
こ
の
結
果
勢
働
階
級
の
税
負
櫓
は
む

L
ろ
引
上
げ
ら
れ
て
い

る。
第
三
に
こ
の
漁
竿
の
支
出
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
閥
際
牧
支
に
閥
す
る
目
楳
達
成
の
た
め
、
旦
つ
、
岡
防
所
用
に
感
ず
る
た
め

、
民
事
支
出
、
民
間
投
資
を
お
さ
え
、
個
人
消
費
は
五
一
年
以
上
に
増
加
す
る
こ
と
を
く
い
止
め
る
様
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
一

五
億
五
千
万
ポ

Y
F
の
珂
防
費
を
賄
い
、
日
一
つ
、
悶
内
で
の
イ

Y
フ
レ
を
防
止
す
る
た
め
民
事
支
出
の
約
一
千
ポ

Y
F
以
上
の
制
減
錆

世
が
と
ら
れ
る
。
更
に
サ
1
ヴ
ィ
ス
支
出
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
枇
曾
補
償
費
は
一
千
七
官
万
ポ

Y
F
増
加
し
て
い
る
が
、
食
精
補
助
金

は
一
億
六
千
万
ポ
y
ド
の
削
減
で
駐
脅
サ

l
ヴ
イ
ス
は
会
休
と
し
て
著
し
く
制
滅
さ
れ
て
い
る
。
特
に
食
糧
備
助
金
の
大
巾
削
減
は
第

一
闘
に
示
さ
れ
た
如
〈
食
騎
品
償
格
の
念
滋
な
る
騰
貴
を
も
た
ら
し
，
税
負
捲
の
増
加
と
相
侠
っ
て
民
需
部
門
に
到
す
る
閣
内
消
費
市

場
を
ま
す
/
¥
狭
隆
化
さ
せ
る
こ
と
、
な
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、
五
三
年
度
免
税
尉
以
上
の
所
得
税
六
片
引
下
げ
、
買
取
税
の

卒
椴
的
二
五
同
の
引
下
げ
、
そ
の
他
娯
曲
課
税
の
引
下
げ
に
上
る
臨
買
力
増
加
措
積
が
主
ら
れ
た
が
、
同
時
に
利
潤
税
も
大
巾
に
引
き
げ

ら
れ
、
他
方
で
は
軍
需
燭
占
の
最
大
限
利
潤
を
確
保
す
る
た
め
十
六
億
=
一
千
六
百
万
ポ
ン
ド
の
軍
事
費
を
支
出
す
る
。
こ
の
結
果
資
本

勘
定
時
間
算
を
算
定
に

λ
れ
ば
約
四
億
四
千
万
ポ
ン
下
の
赤
字
と
た
る
。
勿
論
こ
れ
は
赤
字
公
債
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
。
こ
れ
は
必
然
的

に
イ
ン
フ
レ
を
一
暦
強
化
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
伶
民
の
有
効
需
要
の
低
下
世
資
ら
し
、
更
に
一
一
府
深
刻
化
し
た
純
情
恐
慌
の
前
提
を
誼

り
だ
す
こ
左
と
な
る
。

十市

植
問
従
岡
崎
閥
の
経
憐
で
寄
生
惜
の
立
て
直
し

こ
の
従
属
化
粧
怖
の
危
機
の
表
現
た
る
閲
際
牧
支
の
悪
化
は
ド
ル
牧
支
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
植
民
地
経
届
闘
で
の
ポ

yv債
務
残



向
の
増
加
が
軍
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
質
的
に
は
植
民
地
従
属
闘
で
の
ポ

Y
F
自
由
先
換
え
の
要
求
か
ら
ス
グ
1

り
ン
グ
地
域
解
体
の
危
機
を
胎
む
性
格
を
も
っ
、
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
費
本
主
義
の
組
問
寄
生
性
の
弱
体
化
を
一
不
す
。
縫
っ
て
こ
れ

ら
地
域
え
の
費
本
財
輸
出
増
加
の
企
闘
は
ポ
ン
下
地
域
解
体
の
危
機
を
防
ぐ
、
と
同
時
に
、
此
等
植
民
地
従
属
闘
に
掛
す
る
沓
木
輸
出

崎
加
に
よ
る
そ
の
総
情
寄
生
性
の
補
強
を
意
味
す
る
o

即
ち
自
治
領
を
自
己
の
手
中
に
納
出
、

7
メ
り
カ
費
本
の
底
力
に
樹
立
し
得
る

カ
を
強
化
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
担
問
市
資
本
は
蓮
邦
機
構
創
建
案
を
提
示
す
る
o

こ
れ
は
植
民
地
旋
風
闘
に
謝
す
る
そ
の
強
奪
的
搾
取

の
強
化
を
意
味
す
る
。

し
か
し
そ
こ
で
は
柏
民
地
従
属
同
側
の
要
求
に
よ
り
イ
ギ
り
ス
自
治
領
及
び
植
民
地
発
展
計
霊
に
は
ア
メ
リ
カ
費
木
の
参
識
を
認
め

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
が
特
徴
で
あ
る
。

又
こ
の
計
葺
に
封
臨
し
て
イ
ギ
リ
ス
連
邦
諸
国
は
こ
れ
ら
地
域
で
の
輸
入
削
減
持
置
に
同
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
漣
邦
諸
岡
民
に

第
一
帯
に
必
要
な
消
費
財
に
封
す
る
輸
入
削
減
で
あ
り
、
且
つ
、
輸
出
増
加
を
目
的
と
す
る
内
需
の
削
減
の
賢
施
で
あ
る
。
従
っ
て
そ

と
で
は
こ
れ
ら
大
衆
の
消
費
水
準
を
更
に
狭
齢
化
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
結
果
植
民
地
従
属
闘
で
の
市
場
は
更
に
具
常
に
狭
隆

化
す
る
し
、
又
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
濁
占
資
本
が
ま
す
/
¥
山
棋
院
化
す
る
世
阿
井
市
場
で
、
問
民
経
桝
の
軍
事
化
に
よ
り
刊
誌
太
限
利
潤
を

追
及
す
る
限
り
、
経
桝
寄
生
性
の
立
て
直
し
に
は
ア
メ
り
カ
費
本
主
義
え
の
イ
ギ
り
ス
資
本
主
義
の
依
存
度
を
よ
り
一
暦
高
度
化
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い

5
重
要
な
矛
府
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
植
民
地
従
属
国
え
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
侵
透
の
強
化
を
意
味
し
、
そ
れ
は

直
に
己
れ
ら
市
場
を
め
ぐ
る
米
英
潤
占
奇
本
の
樹
立
を
よ
り
-
…
府
失
鈍
化
す
る
こ
と
と
な
る
c

すf

す

Qi' 

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
岡
氏
極
端
阿
の
軍
事
化

第
七
十
二
巻

土J

第
三
披

九



イ
ギ
ヲ
ス
に
於
け
る
闘
民
極
済
の
軍
事
化

第
七
十
二
巻

ハ.

第
三
腕

四
O 

こ
の
矛
盾
の
失
鋭
化
は
イ
ギ
リ
ス
樹
占
資
本
を
し
て
、
そ
の
最
大
限
利
潤
賢
現
の
確
保
の
た
め
に
、
イ
ギ

p
x
資
本
主
義
の
ア
メ
り

カ
費
本
主
義
え
の
従
属
化
か
ら
離
脱
、
そ
の
閥
民
経
済
の
軍
事
化
の
停
滞
化
と
、
民
主
主
義
陣
営
と
の
で
止
常
な
る
閥
係
の
再
開
え
の
勘

き
を
胎
ま
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
時
的
平
和
政
府
と
一
古
う
性
格
を
チ
ャ
ー
チ
ル
保
守
窯
内
閣
に
賦
興
す
る
こ
と
〉
な
る
。
然
し
そ
れ
は

あ
く
ま
で
濁
占
費
本
の
最
大
限
利
潤
確
保
の
た
め
の
動
き
に
過
ぎ
な
い
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
動
き
の
限
界
が
あ
る
。
こ

れ
を
異
に
千
和
え
の
運
動
と
し
て
展
開
す
る
強
い
手
は
先
進
階
綾
た
る
勢
働
者
階
綬
を
除
い
て
は
な
い
。
耐
し
て
現
在
勢
働
階
級
の
こ

円
一
九
五
一
二
・
六
・
一
一
)

の
運
動
は
一
歩
々
々
高
ま
り
つ
〉
あ
る
。




